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終末論的Q伝承 とマ ル コ にお ける終末論的説話伝承との 間の 神学的関係

終末論的Q伝承とマ ルコにおける終末論的説話伝承との問の神学的関係

一
マ タ イ10：19− 20

，
ル カ 12：11− 12

，
マ ル コ 13：11を中心 に して

一

大　石　健　
一

序

　本稿 の 目的は ， 終末論 的Q伝承 とマ ル コ に おけ る 終末論 的説話伝承 との 間の

神学 的関係 を特定する こ とに ある 。
こ の 課題 を達成す る た め に

， 第
一

に ， 我 々

は マ タ イ
，

マ ル コ
，

ル カか ら適切 なテ キ ス トを選ぶ 必要が あ る 。 本稿の 表題に

お い て 既 に 示 され て い る よ うに ，
マ タ イ ，

ル カ
， そ して マ ル コ 間 に観察 され る

い わ ゆる 「小
一

致点」（minor 　agreements ）が 扱わ れ る こ とに な る 。 小
一

致点

とは
，

互 い に並行関係 にあ る マ タ イとル カ の テ キス トの うちマ ル コ に も並行箇

所 を持 ち ，
さ らに マ タ イ とル カ の 両者が 同様の 仕方で その マ ル コ の 箇所 とは 一

致 して 異 な っ た 記述を して い る 部分 を指す 。 周知 の 通 り，
マ ル コ の 終末論 的説

話 は13章 に 集中 して い る が ， 13章内に お い て か か る小
一

致点 と して 見な され

る 可能性 が 高 い 箇所 を差 し当た り以 下 に 記す 。
マ タ 10 ：19−20〃ル カ 12 ：11 −

1211マ コ 13 ：11，
マ タ玉0 ：34−361／ル カ 12 ：51− 53〃マ コ 13 ：12

，
マ タ24 ：26！1ル

カ 17 ：23／1マ コ 13 ：21 ，
マ タ2414411 ル カ 12 ：40〃マ コ 13 ：35 。 紙面 の 制約 上

，

以上 の 全 て の テ キ ス トを包括 的 に扱 うこ とは 出来 な い
。 よ っ て 本稿で は

，
マ タ

10 ：19−2 
，

ル カ 12 ：11− 12
，

マ コ 13 ：11の み に 関 して 分析す る もの と した 。

第二 に
，

マ タ10 ：19−20及び ル カ 12 ：11− 12 に お け る編集史的な観点 に 基 づ い

た考察 を経 た後 に ， 両 者か らQの 原型 を復元 す る 必 要が あ る 。 同時 にマ コ 13 ：

11に つ い て も，
マ ル コ が 入手 した伝承 に 遡 り，

これ を可能な 限 り再構成 しなけ

れ ば な ら な い
。 そ して 最後 に ， 我々 は Q12 ：11− 12 〔v

とマ コ 13 ：11 を比較 して
，
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両者の 関係 に つ い て 最終的 な判断を下 す こ とに な る 。

　 1． マ タイ 10 ：19− 20，
ル カ 12 ：11− 12に お け る小

一
致点

　小 一
致点が マ タ10 ：19aとル カ 12 ：11に おい て 明瞭に 見出 され る牝 以下 に

示 され て い る通 り， 両者は 4 個の 逐語的一致 を含む 。

マ タイ 10　19a

6ταレ　δ≧　TCtpcrδ〔三）σ し1ノ ＿1− i⊆，

凾 岬 Ψ り緬 τ∈ πdig　6 τ‘Airλ6σn τf
’

しかし彼らがあなたが たを引き渡す時

心配するな， 何をどの ように言うべ きか 。

ル カ 12　 11

ヒ

て）ταレ δヒd σφ‘ρω σしレ tLL！ag
ひ　　 t　　 　　 　t　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　 ，　　 　 　　 　　 ’　 　　 　　 も　 　　 　 　ツ　　 　　 s　 　　 　 　　 　　，

∈凧 　τ〔XC σW αYω Yα⊆　K肌 　τα⊆ αρXα9　K〔肌

τ69　乙ξou σ‘α，

μh μ∈ρしμv6ffn τE 葡 ⊆ iiτ‘rkπ・λ・yfiσnσ0∈

ハ 　 　 　 　ノ　 　 　7t

η　τ し　∈し1Tητ∈
‘

しか し彼らがあなたがたを連れて行 く時

諸会堂や役人たち， 権力者たちの前で

心配する な， 何をどの よ うに言 うべ きか。

また何を言うべ きか。

両箇所 に認め られ る特筆すべ き特 徴 は以 下 の 通 り。

L マ タ イ とル カ は 共に マ ル コ の Kα博 τα り に代 えて 6τav 　6e を使用 して い る 。

2．マ タイ とル カ はマ コ 13 ：11に おけ る 凾 gpop ∈PLvvaτ∈を凾 μ∈PLμvliσnT∈ に変

　更 して い る 。

3．Tdic 　iiτ1（：］：1が両者 に よ っ て 採用 されて い る。

4．ル カ 12 ：12と21 ：15に お い て ダ ブ 】ノ ッ トが 観察 され る 。 両節 は 聖霊 あ る

　い は イエ ス が弟子た ちの 語 るべ き言葉 を教 示す る 宣言 を扱 っ て い る もの の
，

　そ の 記述の 仕方は 互 い に異 な っ て い る 。 よ っ て こ こ に は
，

マ ル コ 以外 の 何

　らかの 資料の 存在が 推測 さ れ．得 る 。 ル カ21 ：15は マ ル コ の 編集句に依存

　 して い る故 に
， 恐 ら くル カ12 ：12はQに 由来す る

（4：
』

こ れ ら全て の
一

致点 をマ タ イ とル カ の マ ル コ に 対する偶然的な修正 に帰す ご
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とは極 め て 困難 で あ る 。 こ れ らの 現象は
，

マ タ 10 ：19aとル カ12 ：11がQ資料

か ら抽出され た事実 を意味 して い る
。

　マ タ10 ：19bとル カ 12 ：12に 関 して ， 多数の 研究 者が両節 をQに 由来する も

の と見 なす 。 マ タ 10 ：17−22は 総 じて文献学的 にマ コ 13 ：9・
−13に依 存 して お り，

マ タ イが マ ル コ の テ キ ス トを こ こで 利用 して い る こ とは否定 し得 ない
。 しか し

なが らマ タ イは しば しばマ ル コ をQ と合成 させ る傾向が あ る こ と を考慮する必

要が ある 。 次 の 図 が 示す よ うに
，

マ タ イ
，

ル カ問 の 近似 性 は マ タ イ ，
マ ル コ 問

の 共通点以上 に注 目に値す る 。

Mk 　13 ：11 改λλ
’

δ
，　、

∈配レ δoe亀
「　　角
Ψ Lり 乙り

，　 　 ’

∈K∈Lりη τ釦
：’　　 　 　　 　　 h

ωρ亭 τOU τ0 短λd τ∈

Mt 　10

Lk　12

：19b

：12

δoθ而σ∈ταし

　　τ6

　 、

Yαρ

　 、

γαρ
　　A

πレ∈uμα δLδ4ξ∈し

噎　　「
uμしり

「　　 ＾
Dμα⊆

ζり

乙レ

，　 　 ノ

（K∈呪

　 　 ，　　 A

αuτη

　ρ
τη

τη

巳「　 　　 　 　　 　　 ’

ω ρ“　 τ牝

監厂　 　　 　 　　 　 ヒ、
ωρ亭　 α

鳳 緬 τ∈

　　δ（冗　 dπ∈tレ

　マ タ イ ，
ル カ の 両者は マ ル コ と以下 の 点で 異なる

。
1．マ ル コ に お ける命令形

の 削除 。 2．畝 屈 に 対する ydipの 代用 。 3． 〈関係代名詞 ＋ λα届σ ητ∈ また はδ∈t

d πd ソ 〉 の 組み合 わせ の 使用。
こ れ らの 点か ら

，
マ タ イは マ コ 13 ：11 とQを利

用 しつ つ マ タ10 ：19bを形成 した との 結論に至る 。

2． マ タイ 10　 19− 20の 分析

言葉伝承の 配列1幀序

　Ql  ：3 ，Q12 ：2 − 9 ， Q12 ：11− 12
，
　 Q21 ：12−13の

一 連 の 言葉伝承 が ，
マ

タ イ10章 に お い て 集 中 的 に 集積 され て い る （Q12 ：2 − 3 〃マ タ 10 ：26−27 ，

Ql2 ：4 − 7 ／／マ タ 10 ：28−31，
　 Q12：8 − 9 〃マ タ 1  ：32−33，

　 Ql2 ：11− 121／マ タ

10 ：19−20）。
マ タ10 ：19− 20は こ れ らの 言葉伝承 の

一 つ に相 当する
（
  ル カ に

お い て は分散 して 配 置 され て い る諸伝承は
，

マ タ イで は 幾つ か の 伝承 か ら成 る

塊 あ る い は群 と して 存在す る醜 対す る ル カ で は広範囲 に拡 散 され て い る こ れ

らの 諸伝承 は
，

マ タ イで は テ ー マ 毎に グル
ー

プ化 され て い る鴨
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マ タ10　 16

マ タ10　17− 18

マ タ10　19−20

マ タ10 ：26−27

マ タ10 ：28−31

マ タ10 ：32−33

QlO ：3

Ql2　2 − 3

Ql2　4 − 7

Q12　8 − 9

Ql2　 11− 12

Q21　 12− 13

　 グ ル ー プ化 され て い たQの 諸伝 承が 意図的 に ル カ に よ っ て 解消 ・分散 させ ら

れ た とい う想定以上 に
，

マ タイが 分散 して い た諸伝 承 をテ
ー

マ に 従 っ て グ ル ー

プ化 させ た とい う可能性が 高い
。 なぜ な ら

，
ル カ は総 じて 元 来の 言葉伝承の 配

列を保持す る傾 向が あ る か らで あ る
1：8
も

マ タ イ 10 ：t6− 18の 分析

　マ タ 10 ：16aは弟子た ちの 派遣 に 関するQの 説話に 由来する
「9）

。
マ タ10 ：16b

は Qに は 観察 され な い
。 蛇の 賢 さ とい うモ テ ィ

ー
フ は マ タ イ神学 に適合せ ず ，

蛇 （n ・urn ］⊃ n ・nvy ） と鳩 価 物 ）の 組み 合 わせ が ミ ドゥ ラ ッ シ ュ （Mtdr α sch

Hohestied　2 ：14）に 見出 され る ため
CID ：

； マ タ イの 編 集 的挿入 よ りむ しろ マ タ

イ以前の 付加 （恐 ら くは マ タ イ版 の Q に 由来）が 好 まれ る 。

　 マ タ10 ：17− 18は マ コ 13 ：9 − 10に 相 当 し明 らか に こ れ に依 存 して い る に もか

か わ らず ，
マ タ イは マ コ 13 ：9 − 10と並行する資料を独自に 持 っ て お り，

マ ル

コ 自身は マ ル コ 版 の Q （QMk） を所 有 して い た と ラ ン ブ レ ヒ トは 主 張 す る
〔1P

。

だ が ，
マ タ イが マ ル コ の テ キ ス トをマ タイ的 に改 変 しつ つ

，
こ れ とQ と を本箇

所で 合成 させ て い る と想定する方が ， 彼の 主張よ り遙か に 支障が 生 じない
（12
も
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3． ル カ12　11− 12の 分析

ル カ に お ける結合 された言葉伝承

　ル カ 11 ：33−36，
12 ：2 − 12にお ける そ れ ぞ れの Q伝承は あ る文学的手法 に よ

っ て 互 い に結合 させ られ て お り， 幾つ か の キ ー ワ
ー ドが こ れ らの 言葉伝承を集

合的 に 束ねて い る 。
ル カ 11 ：35の τ6 φ6 ⊆

一τ6ev σoL σK6 τoq は 12 ：3 の ev 而

σKort4 −　 ev τφ φω τ‘に対応 し ，
ル カ 11 ：34 ，

36の σ6μαは 12 ：4 に お い て 再度残

響 して い る 。 ツ ェ ラ ー
に よ っ て 指摘 され て い る よ うに

（1：ll
； ル カ 11 ：33− 36は現

在 ，
フ ァ リサ イ派 らに 対す る イエ ス の 批判 を扱う11 ：37−52の 直前 に位置 して

い る が
， 元 来 は12 ：2 −22 の 直前 に配置 され て い た で あ ろ うこ とは推測に 難 く

な い
（14：6 ル カ 12 ：8は δ ut6 ⊆ τoS 　divOpdilou　（「人 の 子」） を含 み

， 伝承史的に

12 ：8 − 9 と12 ：11− 12か ら独立 して い る ル カ12 ：10は
，

12 ：8か らδ utb ⊆ τob

dvepdiTouを継承 しつ つ Tb 　il
’
YLov　rvEO μct （「聖霊」）を扱 う。 続 く12 ：11− 12は こ

の 「聖霊 」 を引 き継い で
， 弟子 た ちの 迫害 の モ テ ィ

ー
フ を導入す る 。

他の 文書に お け る結合 された言葉伝 承

　Q11：33と共通す る伝承が マ コ 4 ：21に見 出 され
，
　Q12 ：2 は マ コ 4 ：22に認

め られ る 。
こ の よ うに マ ル コ にお い て は

，
こ れ らの 言葉伝承が逆順 に され た う

えで 配 列 され て い る
q5b

同様にQ1 ユ：33 とQ12 ：2 との 組み 合 わせ は トマ ス 福

音書 に も存在す る こ とか ら ， 幾つ か の 諸伝承をキ
ー

ワ
ー ドに よ っ て 互 い に結合

させ る文 学的手法 は
， Qや トマ ス 福 音書 とい っ た

“
言葉集

”

とい う文 学的 ジ ャ

ン ル の
一

つ の 特徴 を反映 して い る と考える こ とが 出来 る
“6）

o

Q の形成段階に お けるQ12 ：8 −12の 編集

　 Q12 ：8 − 12の 結合 され た伝承 間 に は 内容 的 な統 一
が 保 た れ て お らず ， よ っ

て こ こ に ル カ の 編集 を仮定す る こ とは適切 で は な い
。

フ ィ ッ ツ マ イヤ
ー は こ れ

ら伝承の 集積 と結合作業をル カ に 帰すが
，

キ
ー

ワ
ー ドに よ り伝承を束ね る 作業

は ル カ 的な洗練 され た編集 とは 別種 の もの で あ る 。 例 えば
，
12 ：13− 21の 編集

的構成 に お い て ル カ は 内容的に 統
一

され た 言葉伝承 の
一 群 を案出 して お り

，
ル

カ は編集句 を適宜導入 す る こ とに よ り （13節a
，
15節a），

一 定 の テ ー マ に従 っ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 197

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Tokyo Union Theological Seminary

NII-Electronic Library Service

Tokyo 　Unlon 　Theologloal 　Semlnary

て 彼 の 特殊資料 （Sonderguter）を統 合 して い る
q7b

キ ー ワ ー ドに よ っ て もた

らされて い るQ12 ：8 − 12の 伝承 間の 連続性 はQ の 形成段階に て 施 され た編 集作

業 に 帰せ られ ，従 っ て マ タ イ的思 考の 下 に改変 され たマ タ10 ：1 −25に比 して
，

ル カ 12 ：8 −12はQ伝承の 元 来の 順序 をよ り保持 して い る との 結論 に到達 す る。

4． Q12 　11− 12の 再構成

　 マ タ 10 ：19とル カ 12 ：11− 12の 分析を終 え
， 我々 は 両者 の テ キス トか らQ伝

承の 原型 を再構成す る 作業 に移 る 。 先ずδταレ δ1に つ い て
，

マ タ イとル カ の 双 方

に よ り使用 され て い る こ とか ら，
こ れ をQ に 由来す る もの と見な す こ と に問題

は ない
u8
し

ITUρczδ（bσtv 鰍 か ， ま た は ∈tσφφωσw 蝓 か

　次 に ，
マ タイ的orapαδdiσ LV （「引 き渡す」）とル カ 的d σφξρω σΨ （厂連れ て 行 く」）

の ど ち らが Qの オ リ ジ ナル で ある か を識別 しな けれ ばな らない
。 d σφ‘pω は 他 の

新約文書 に比 して ル カ に お い て よ り使用 され る傾向が あ る （マ タ 1 回 ，
ル カ 4

回 ， 使 1 回 ，

一
テ モ 1 回 ，

ヘ ブ 1 回）。 仮に こ の 語 をル カ的語彙に属す る と考

える な らば
，

マ タ イ の 方がQ の オ リ ジ ナ ル と して 選 ばれ る こ と に な る 。 だが マ

タ イ が 彼 の テ キ ス トを マ ル コ の そ れ に 適合 さ せ
，

マ コ 13 ： 11a の 分 詞

πCtPα δLδ6VTE9を採用 し つ つ ， オ リ ジ ナ ル のd σφ‘ρω 肌 レ をTαPCtδdiσLV に 改 変 した 可

能性 もあ る 。
マ タ イ は 同 じ動詞をIO ：17bに お い て も用い て い る 。 こ の 箇所の

πCtρCt6diσouaLV は明 らか に マ コ 13 ：9bの 同語 に 依存 して い る 。 故 に
，

マ コ 13 ：9b
，

13 ：11aが マ タ イの 語法 に影響 を与 えて い る と推測 され得 る 。

遣rrL τ眦 ouvoryblYde か
， ∈icτ枇 σuレ鷹YωY女か

， また は どち らで もな い か

　ル カ 12 ：11aが ζiTL τ6c σ vvcrYtoydig （「会堂 に」） を保持 して い る
一

方 ，
マ タ

10 ：19aは こ れ を欠 く。 先 の 推定上 の Qテ キ ス トで ある5τα レ δと d σφCp（Dσ Lv 　bμag

（「彼 らが あ な たが た を連 れて行 く時」）は 目的語 な しに は存立 し得ず ， 場所 へ

の 言 及 が不 可 欠で あ る
“ 9．）

。 加 えて
， 2．に お い て 議論 され た 通 りマ タ イは マ タ

10 ：17− 18にお い て マ コ 13 ：9− 10を踏襲 して い る 。
マ タ イ は こ の 箇所 に お い て

既 に 弟子た ちの 迫害に 触れ て お り， 彼が マ タ10 ：19aに て 再度 こ の テ ー マ に言
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及す る必 要は ない
。 その ため にマ タ10 ：19aで は会堂に 関す る言及が削除 され

た と見 なす こ とが 可 能で ある 。 す なわ ち ， ζTrL τ6cgσ u りαYω Y霞はQ に 含まれ て い

た と推定 され る〔牝

，azL τ虻 如xな K机 τな 髯ouo   は オ リジナ ル か ， または付加 か

　ル カ だ けが 異邦人 的な権力機構 を指すKOdt τ6tg　dipxCtc　KOdt τaζ 乙ξOU σtorg（「〜 と

支配者 と権力者」）を補 っ て い る 。
こ れ に よ りル カ は ユ ダヤ 的な権威で あ る 会

堂 との 対照 をもた ら して い る 。 毳ρxh　a ξ。uσCCtとの 組み 合 わせ は ル カ20　：20だ け

で な く
一

コ リ15 ：24
，

エ フ ェ 1 ：21
，
3 ：10，6 ：12，

コ ロ 1 ：16
，
2 ：10， テ

ト 3 ：1に も看取 され る
121
も さ らに マ コ 12 ：13に対 して 二 次的で あ る ル カ20 ：

20に お い て ル カ は
，

τLvorc τ伽 Φαpしσα‘ω レ K飢 τ（5v
’HpcpδLCtvdiv （「フ ァ リサ イ派

とヘ ロ デ派の 人 々 」）に代 えて煽 dipxfi　KOdL 哺 eξou σtor（「支配者 と権力者」） と

記 して い る 。 乙ξov σtCtは恐 ら くル カ 的で ある
（22
し こ の 組み 合わせ が ル カ的編集で

ある と断定出来な い もの の
，

こ の 二 次的な付加が ル カ かQ に 由来す る こ とは 確

かで あ る 。

ph　PEpmpviionτE

　 「心 配す る な」 とい う禁止命令は マ タ イ とル カの 両者で 保持 され て い る 。
マ

ル コ の凾 ”POPEPLPtvaτ∈ （「前 も っ て 心配 する な」） を両者が 偶然 に
一

致 して 改変

した と も考 え得 る が
， μ∈ρしμ戚 ω は 頻繁 にQ で 使用 され て い る 故 に （Q12 ：11

［マ タ10 ：19］；Q12 ：22 ［マ タ 6 ：25］；Q12 ：25 ［マ タ 6 ：27］；Q12 ：29

［マ タ 6 ：31］；マ タ 6 ：31 ［ル カ12 ：29］（23〕 ；マ タ 6 ：34）c241 こ の 禁止 命令 も

Qに属 する と見 なすべ きで あ る 。

斌 司τ‘

　ル カ の rdic 汽 τt （「どの よ うに ， また何 を」）に は本文批評 的問題 が伴 っ てい

る 。 幾つ か の 写本 （Dit　Sy　c　P ） と教父 に よ る 引用 （Cl　Or）は πdig
，
　 rl　Sy　

s
は τ‘

と読 んで い る 。
メ ツ ガ ー は こ れ らの 写本家がrdic 　iiτ1をマ タ イの テ キ ス トに 同

化 させ た と指摘す る
（25：6 だが ， D　it　Sy　

c・P
の 写本家がliτ‘を削 除する こ とに よ

り冗 長な言い 回 し を修 正 した可能性 もあ る
〔26b

こ の 極め て 異例 な表現 は新約 と

LXX を含め て も 2 回，
す なわち マ タ10 ：19とル カ 12 ：11 で しか 現 れず ，

マ タ
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イ とル カが それ ぞれ 独自に こ の 表現 をもっ て 修正 する こ とは全 く考えられ ない
。

こ の ようなわけで ， rdic 転 ‘は 恐 ら くQに 属 する 。

  聯 市 ‘

　伽 o λ。yξ。μα L　（「弁明す る」）は ル カ文書に の み 観察 され る た め
， 容易に ル カ

的で あ る と決定 され る
（27b

ル カ は こ れ をマ コ 13 ：11の 編集時に 使用 して い る 。

こ の 動 詞は また使徒言行録に お い て 法廷で の パ ウ ロ の 弁 明 を指 して 集 中的 に用

い られ て お り （Cf．　24 ：10 ；25 ： 8 ；26 ： 1
，
2

，
24），

パ ウ ロ は権威を前 に し

て の 典 型的証言者 と して 描写 され て い る 。 すな わ ち，
ル カ は 元来 の Q伝承 に 既

に 含 まれ て い た聖霊論的ア ス ペ ク トに
， 証 言 と聖霊 論 との 相 関関係 とい うル カ

的思考 を盛 り込ん で い る
（
醜

マ タイの触 λ市叩 ξか ル カのdpmE か

　マ タ イ は マ ル コ の λα届 o 叩 ∈ に
一 致 す る が ， ル カ で は代 わ りに ξ撫ητ∈が 来 る 。

ル カ は 他 の 共観福 音書家 と比べ 比 較的λαλ‘ω を好 む傾 向に あ る
1：29

も こ の こ とは
，

ル カ が こ の 語 の 使用 をル カ と使徒言行録で 避 けて はい な い こ とを意味す る
「3D

』

もしλαλfiσnT∈を オリ ジナ ル と仮定する な ら ば
， 何 故 ル カが この 語 をd 叩 τ∈ に変

更 しなけれ ば な らな か っ た理 由 を説明 出来 ない
。 恐 ら くル カ は オ リジ ナ ル の

d 叩 ∈を採用 し，
マ タ イは マ ル コ の λαλhσ 叩 d こ従 っ た の だ ろ う。 こ うした マ タ

イの 変 更作業はQ とマ ル コ を合成 させ る彼の 傾 向と一
致す る 。

マ タ イの δoe 伽 し Yio　6pzvか
，

ル カの τb　ylp 髭YLov　i”，（OF，Ct　6La雌∈L も幽 か

　既 に述 べ た ように ，
マ タ イはマ タ10 ：16−23 と10 ：17− 22に お い て マ ル コ とQ

を融合 させ
，

マ タ イ の ス タ イル は 一
般に マ ル コ の そ れ に依存す る 。

こ の 傾 向は

特に マ タ10 ：19−20に 現れ て お り，
rCtporδdiσ しり とλα届σnτ∈ （19節a ）の マ ル コ の

テ キ ス トへ の 同化 ， 神的受動態 （19節β δoeliσ∈τCtL）の 使用 ， そ して20節で の マ

コ 13 ：11の 全面 的導入が認め られ る 。

　マ タ イは マ コ 13 ：11aの 神的受動態 を受容 して い る 。 行為の 主体が 聖霊 で あ

る こ とを宣言するマ コ 13 ：11cを マ タ イは忠実 に 既に 再録 して い る た め
（311

彼

は マ タ 10 ：19bで 改め て 聖霊 に 言及す る必 要が な い
。

こ う した事情 か ら
， 彼 は

恐 ら くル カ 12 ：12に保持 され て い るQ伝承 の 代わ りに その マ ル コ の テ キス トを
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利用 したの だ ろ うQ

　付言す れ ば
，
20−21節の 編集 の 際 ，

マ タイ は マ コ 13 ：11cの τb　rVEV μuz τb ＆YLOレ

をτborVEbpecτob 　ranp6c 　bμdiv （「あな たが た の 父の 霊」）に 書 き換 えて い る 。
こ

の 表現 は新 約で はユ ニ ー クで あ り臓 明瞭 に 「父」 とい う呼称 を好むマ タ イの

特徴 を表 して い る
（：
鴨

マ タ イの bi （∈匚VO 　di　（lipqか
，

ル カ の旬 abdj τう〔恥 か

　マ タ イの ev 乙KECvn ．面 畄四 （「そ の 時」）は逐語 的 に マ コ 13 ：11bと一
致す る が ，

ル カ の ev α6面 嫡 面四 （「ま さ に その 時」）は こ れ ら とは 異 な っ て い る 。 こ の ル

カ の 章句は ル カ 的表現 の
一

つ で あ る 可能性 があ る 。 こ の 表現は ル カで 4 回用い

らtz（134）1 他の 文 書で は LXX ダニ 5 ：5 以外に は見 出 され ない
。 予期的に 時を指

示す る代名詞の 使用 は
，

ア ラ ム 語の影響 を想定し得る （Cf．ダ ニ 3 ：6 隷 p糊
・
胆 ）。

そレ eKdvn 面 蜘 “ は マ タ イに しば しば現 れ る 時 間 を点的 に 指す表現の
…

つ で あ

り， 新 約全体 中 8 回の 出現 の うち 3 回が マ タ イで 観 察 され る
（
耽 マ タ イ とル カ

の どち らが オ リジ ナ ル で ある か判断材料の 不足 の た め に 決定は 困難 だが ，
マ タ

イの Cv　eKECvn． 而 dipopの 新約 にお ける使用 回数 の 多さか ら こ れ が
一

般的な言い

回 しで あ っ た と考 え られ る の で
，

マ タ イ を支持 すべ きで あ る 。

マ タ イの rC 鳳 仙 τ∈とル カの ＆　5（7Ld π貳レ

　ル カ の 方に含 まれるδ∈tは 新約で 102 回の 使用 を数 え
，

ル カ は こ れ を自身の 福

音書で 19回
〔
’i61

言行 録で 25回用 い る 。 彼 は こ の 語 を恐 ら く七 十人訳聖 書か ら採

っ て お り，
こ の 推測は 彼の LXX に対す る 同化 とい う特徴 と符合す る

”17・3 ル カ 的

な こ ち らの 選択肢 を避 け ，
マ タ イの τC λαλ和ητ∈を オ リ ジ ナ ル として 選択すべ き

で あ る 。

　た だ し， 既 に述 べ た よ うにQ とマ ル コ を合成させ るマ タ イの 傾 向 を考慮す る

必 要が ある 。 実 際マ タ10 ：19aにお い て E
’tlTTIT（はマ ル コ の λα届oητ∈に 置換 されて

い る 。 よ っ て
，

マ タ イの τ‘ λCtXliσnT∈に 修正 を加 え たτt　 E
’
irnT∈が オ リ ジ ナル と し

て 確定す る 。

Ql2 ：11− 12の Q に お け る位置

　 こ の 問題 に 関 して
， Q12 ：10の 直後 か つ Q12 ：22b の 手前 ，

す な わ ち ル カ の
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配列 と
f：」811Q10

：3 （マ タ 10 ：lo）の 後か つ Q　6 ：40 （マ タ10 ：24）の 手前， す

なわ ちマ タ イの 配列
嘶

とい う二 つ の 可能性 が 存在す る 。 既述 の 通 りこ の 箇所

で ル カ は 元 々 の 配 列 を保持 して い る の で
，

ル カ の 配 列を優先 し
， Q12 ：11− 12

の 位置 を前者の よ うに 定め る 。

Q12 ：11−12の元 来の テ キ ス ト

　以 上 の 議論の 結果 ，
以 下 に Q12 ：11− 12の 推定上 の オ リ ジ ナ ル テ キ ス トを提

示す る 。

11
〜5ταり δとd σφ‘ρω σ しレ （打αραδ6 σ Lレ）bF＆⊆ Et ⊆ （ζπt）τ6cgσ uレα Yω Y敵 ， μh μ（ρΨ レ6σητ∈ Tdiq

6 τ｛d ・η・・ 伽 廊 叩 ・）
・L2

τδ 脚 伽 ・レ 朕 嘸 δ・δ・EξE ・ 瞬 ζ 乙・ e・・劬 （
　タ　　ロ
c「uτn．）・瀬 四

ノ　 　 　ラノ

τし　∈しT「ητ∈．

5 ， マ ル コ 13　9 − 11の 分析

マ ル コ 13 ：9 − 13の 構造

　後 に言及す る通 り，
マ コ 13 ：9 − 13は マ ル コ の 編集以前の 段階で既 に集め ら

れ て い たで あ ろ うイ エ ス の 説話群 に よ っ て 構成 され て い る
L駕 様々 な言 葉伝承

に よ っ て 組成 され て い る こ の 段落 は
，

一
つ の 統一 的 な まと ま りと して は 成 り立

っ て い ない
〔
醜 換言 すれ ば

，
こ の 段落 で は言葉伝 承群が 断片化 して い る様子が

看取 され る 。 ただ し
，

こ れ らの 言葉伝承が迫害 ， 福音の 宣 言 ， そ して信仰の 堅

持 とい うテ
ー

マ の 許 に 二 次 的 に 統 合 され よ う と した 形跡 は あ る
（4L ）

。 さ ら に
，

13 ：9 − 13にお け る そ れ ぞ れ の 言 葉伝承は
， 先の ル カ 11 ：33−36と12 ：2 − 12の

如 く， 9 ， 11， 12節の πCtρaδCδω μL （「引 き渡す」）
143｝

と 9 節 の
c

（v∈K∈V　eμob （「私の

た め に」） と13節a の δL6 τb　6りo瞬 pou （「私 の 名の 故 に」） とい う二 つ の 表現 に

よ り互 い に結合 させ られ て い る 。 こ の 文学的手法 に よ り，
12− 13節a は 9 節 と

11節 に接続 され て い る 。 9 節 と 11節 は Q12 ：11− 12 と並行関係 に あ る こ とは既

に 記 した が ，
この 事実は 13 ：9 − 13の 最終 的 な構 成以前 か ら既 に 両節が 存在 し

，

流 布 ・循 環 して い た こ とを指す
〔4
先 こ うした素材 を入手 した マ ル コ は

， 最後に

10節 を
一

群 の 伝承 に よ っ て 構成 され た 9 − 13節 a に挿入 した 。 13節bは統語論的
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見地 か ら他 とは 独立 した言葉伝承 と分類 され る
嚇
し

言葉伝承に 由来す るマ コ 13 ：9 と13 ：11

　13 ：9 − 13は勧告的命令のPA．CTT∈τE　 （「気 を付 けな さい 」） に よ っ て 導入 され
c461

イ エ ス の 終末論 的説話の 冒頭 （5節b） と， 9・
− 13節の 始め ， 14− 23節 の 結び

， そ

して 32−37節の 冒頭 に 位置す る
〔47：6 こ の 語が 終末論 的説話 の 導入的機 能 を負い

つ つ
， 説話中の 構造的に 重要な箇所に配置 され て い る こ とは明 らか で あ り， 極

め て 編集的で ある眺

　d ⊆ μα pτめρしov 氏 心τo 冗⊆ （「彼 らへ の 証 の た め に」）は 1 ：44 と6 ：11 に現 れ る が ，

どち ら もマ コ 13 ：9 とは 異 な る意味で 用 い られ てい る 。 13 ：9 の そ れ は 異邦人

為政者 ら に対す る福音の 証の 意味 を持ち
， 後続の 章句 に よ っ て そ れが世界的視

野 に まで 拡大 され る 。 ある研 究者 らは， こ の 章句 と10節の 間 に テ
ー

マ 的連続性

を指摘 し
，

こ れ をマ ル コ に よ り二 次的に付加 さ れ た もの と結論付ける
（4
％ 9 節

に おける権威者 の 前で の 証 とい うテ
ー

マ は
，

よ り鮮明 に 10節 にお い て 展開され

て い る 。 以下 で そ の 根拠 が述 べ られ る よ うに ， 10節が 編 集句で あ る可 能性 は 極

め て 高い
。 元来 ， 「彼 らへ の 証の ため に」 とい う章句は 福音の 世界的宣教 を暗

示 して は お らず ，
マ ル コ は こ れが 当初か ら持 っ て い た苦難の 中で の 証言 とい う

関心 を展開させ た の だろ う。 そ して 9 節 と11節の 間に 10節 を案出 ・挿入 した

の か も知 れ ない
。

　11節a と11節bは それ らが小
一
致点に 該当する とい う理由か ら， 総 じて 伝承

句と見 な し得る 。 さ ら に我々 は こ れ らの 節 に あ る
一

つ の 特徴 ， す な わち非 セ ム

語的性 質を特定出来る
。 名詞節 ， 関係詞節， また は 分詞が先行 しそれ らが文法

的 に その セ ン テ ン ス か ら独立 して い る状 態を指すcαsus 　pendens が こ こ に 看取

され る
〔
鴨

13　　11　δζ批レ δoe う｛〕μtレ eレ 乙Ke ‘vn．τ価 （5ρ堅 τe｛）τo λ  λξtτ（

　　　　「そ の 時与 え られ る こ とは何 で あ れ ，
こ れ を語れ 」

こ の 特徴 は
， 本節 が二 次的 にギ リシ ア 語的な編集を加 え られ た こ とを意味す
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る可 能性 が ある
（：’
　Roこ の cαsu ・s　pe．

　nden ，s は何 らマ ル コ 的 な関心 を見せ て は い な

い
。 元 々 の 伝承 が あ る段階で ギ リ シ ア語 的影響 を受けて 修正 され た蓋然性の 方

が 高い と思 わ れ る 。

　11節c に 関 して （06Y 如 きoτd μ∈tζ ot λαλoVv τ∈C　rlλXCtτ67v∈bPCtτb 髭Y しoレ 「話す

の は あなた が た で は な く聖霊で あ る」），
マ ル コ の 語法に 分類 され得 る補足説明

的なydipが使わ れ て い る が
：521

そ の 理 由の み か ら11節 c を単純 に マ ル コ の 挿 入 と

主張す る こ とは 出来 ない
。 第

一
に ， 11節 c は それが マ ル コ に よ り生 成 され た と

特徴 付 ける に足 る 要素が 少 ない
。 説明的なyttρは必 ず し もマ ル コ 的で ある とは

限 らな V   第二 に
，

11節 bが 11節 c な しに独 立 し て 存 在す る こ とは不 可能 で あ

る。 11節 に おい て マ ル コ の 伝承 が少 しも聖霊 論 的 ア ス ペ ク トを当初 か ら持 た な

か っ た と仮定する こ とに は困難 が伴 う。 第三 に
， 聖霊 を指 して の τb πv∈bpaは マ

ル コ の 伝承句で 5 回出現す る （1 ：10
，
1 ：12

，
3 ：29

，
　12 ：36

，
13 ：11）15

：

  こ の

現象 は
，

11節 cが伝承 で ある こ と を支持す る もの で あ る 。

マ ル コ 的挿入 と しての マ ル コ 13 ：10

　研 究者の 大多数が マ コ 13 ：10を二 次的 と見 な す
〔5
％ 以 下 の 根拠か ら ， 10節が

マ ル コ の 手 に よ り9節 と 11節の 問 に挿入 され た との 判 断が 導か れ る 。 1 ．9節は

1 節 な しに 円滑 に 11節に 接続 す る 。 2，10節の 主要 な関心 （福音の 世界的宣教）

は9節 と ll節 に 対 し て テ
ー

マ 的 な整 合 性 を持 た な い
。 3．独 立 用法的 に τδ

∈諏 W ‘λしov を用 い るの は マ ル コ の 典 型的 ス タ イル で あ る 。 8 ：35 と 10 ：29 で は
，

マ ル コ はK飢 τoD　 Eb α YYCλCov （「そ して 福音 と」） と験 Kぞレ τob （thCtYY∈λtov（「福音

の た め に1）を響り∈K ∈り epov （「私 の た め に」）の 後 に補 足 して い る 。 さ らに
，

マ

ル コ 的用語 で あ るKnp6 σ σω （「宣教 す る」）とτb モ蜘 Yξλしoり とい う組み合わせ が

13 ：10と14 ：9 に確認 され る こ とは特筆に 値 する 。

　 あ る研 究者た ちは 10節 を編集 的挿 入句 と判断 しなが ら もこ れ を既 にマ ル コ 以

前 に存在 して い た資料 か ら抽 出 した と指摘 す る
1
醜 実際 ，

磁 レτα 誡 きeレη （「全

て の 民」）は 旧約 やLXX か らの 引用 に よ く現 れ る
（5
％ また

， 先 の 「宣教 す る」

とい う動詞 は初代教 会 の
一

般 的用語 の
一

つ で あ る 。 差 し当た っ て 言語上 ， 特 に

マ ル コ 的な もの は こ の節 に は含まれ ない
。 だ が ， 文体 と語法の 視点か ら検討す
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る必 要が あり，
上記の 文体的考察 を考慮すれ ば

，
マ ル コ は初代教 会の 用 語を利

用 しつ つ 10節 を案出 した とい う推測が引 き出 され る 。

　6． マ ル コ 13 ：11とQ12 ：11との比較

　既 に述べ て きた通 り，
マ コ 13 ：11は そ れ がQ12 ：11− 12と小 一 致点の 関係 に

あ る こ とと伝承的性 格 を持つ とい う事情か ら，
こ れ を マ ル コ に帰す こ とは不可

能で あ る 。 従 っ て
，

13 ：11は ある種 の 言葉伝承 に 由来す る こ と に な る 。 次 に ，

伝承段階 の マ コ 13 ：11と復元 され た 推定上 の Ql2 ：11の 原形 とを比較 しよ う。

H
α燃 δτ  轍 Yω σ しり も嶂 π αραδLδ6レτ∈c，

し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
pn　Tpo トt∈ρLトLVατE −一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一聖脚P

τlXCtXliσnτ∈，　　　　　　　 修正 ？

改λλ
’b 乙改レ　δ00負　｛1．Ltレ

ev 乙K∈tvn，面 畠四 　　 ギ リシ ア 語

τ0 〔｝τ0 　λ」Xλ∈Zτ∈
・

L玉bo6
　Y〔乏p　乙στ∈　もト亠∈℃⊆ ot　λα λ0 もレTE9

畆 改 τb 朕 oμα τb髭YLOソ ．

116
ταレ δと∈しσφ‘ρω σし・ （TT・rρCtδcl｝σ LV ）も画

d ⊆ （とπし）T6L9 σuリαYω Y敵 ，

s　　 　 　　 　　 　 　　 　　 ノ

Fη ト亠EPLVL リησητ∈

コ　　 　　ぬ 　　 　　 t　　　 ）t
rω c η τし ∈tTTnT ∈

’

／ll濃 　

12
τ〜〕Y毳P 髭Yしo1／　rrソ∈i）μ（z δしδ（k∈，　｛〕pCtc

　両者の 間に は 逐語的
一

致 が 看取 され る （ろταレ ；inftc；凾；τCl　ev　eKdvn 面 diP4）。

半逐語 的
一

致 も見 出 され る （ipo μEρtμva τE！／PEPしμv6 σnT∈； もμtレ〃bpac）。
マ コ 13：11

の 両 ¶ρoμ（ρΨ レaτ∈ （「前 もっ て 心配す る な」）は その 特殊性か ら ，
マ ル コ の 言葉

伝承 とQとが それ ぞれ 分離 した後 にQ伝承の 側 の み
一

般 的表現 の岫 μ∈ρしμv60n τ∈

（「心配する な」） に 修正 され た可 能性が 高い
。

一
方 ， 稀 な表現 で あ るrdig　6 τ‘

は
，

マ ル コ の 伝承が循環 して い る 間に よ り一 般 的 な言 い 回 しで あ るτ‘ λ畝 hσητ∈

に 変更され た と思 わ れ る 。

　マ コ 13 ：11b に は ，
　 Ql2 ：12に 共通 す る 聖霊論的概念が 表出 して い る 。 既 に

見 た如 く，
ギ リシ ア 語的 な要素 （casus 　pendens ）が こ こ に認め られ る 、 加 え
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て マ コ 13 ：11bはQ12 ： 12 と比 して
，

よ り説明 的 な言い 方 に 修正 され て い る よ

うに 見え る
。 総合す れ ば

，
マ コ 13 ：11bは 二 次的な伝承史的発 展 を遂げた もの

と見 な し得る 。 同様 に
，

マ コ 13 ：9bで 先行 して 言 及 され た た め 13 ：11aで は 削

除 され て い るQ12 ：11の dg （猷 ｝τ6cgσu臨 Yω Y酖 （「会堂 へ 」）は
，

マ コ 13 ：9bの

dq σvv ξδPLCt　K飢 （t⊆ σw αYω Y敵 （「地方法院 と会 堂へ 」）の ソ
ー

ス で ある と考え ら

れ る 。

　マ コ 13 ：11とQ12 ：11− 12の 相関関係 に関 して ， 両者は そ れ ぞ れ 異な っ た よ

り古い 語法を持つ 故に
，

一
方が 他方に対 して 全面的 に 古い と主張す る こ とは 出

来 ない
。

こ の 事実 は また
，

一
方が 他方 に 対 し文 献学的 に

一
方的な形 で 依存 して

い る とい う見解 を完全 に否定す る もの で ある 。 す なわち ， 両 伝承は互 い に 文献

学的 に 独立 して お り，
ラ ン ブ レ ヒ トが 展 開す る よ うな マ ル コ の Qへ の 依存説 は

適 当 で は ない こ とが 明 らか に なる 。 恐 ら く両伝承 は 共 に同 じ最古層に 属 して お

り， そこ か ら分離 して それ ぞ れ独立 的 に循環を開始 し， そ して それ ぞれ は独 自

の 伝承史的発展 を遂げ た。

Ql21 卜 12∠ 翻 器 ll
最古層

マ コ 13 ：11の 伝承
一

一 　 マ ル コ

　注 目に値す る こ とは
， Q12 ：8が マ コ 13 ：9 の dg　LLorpτ6pしov α6τotd こおい て 残

響 して い る とい う点で あ る。 さ らに
， Q12：11の d ⊆ （CT し）τ眦 σ DりαYω Y禽は マ コ

13 ：9bに反 映 され て お り，
　 Ql2 ：12の 聖霊論 的概 念 は マ コ 13 ：11bに も観察 さ

れ る 。 こ れ らの 事実は
，

マ コ 13 ：9 − 11とQ12 ：8　− 12の 言葉伝承群は 共通 の 言

葉伝承 をか つ て共有 して い たの で あり， 後 にそ れ ぞ れ分離 し独 自の 発 展を遂 げ

た こ とを意味す る （下図参照
157
り。
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終末論的Q伝承 とマ ル コ に お ける 終末論的説話伝承 との 間の 神学的関係

マ コ 13 ：9− ll

haB
λξπ∈τ∈ δ≧もpdくきav τ06C

・9brorPCt
δdiσovσtV　bp＆⊆

d⊆σu渥δPし以 Kαtd く σw 鵬Yω Y酖 血 P加∈σθ∈

K乱幽 しhY∈poレω り K戯 βασしλ｛ω レ στ

∈レ∈K∈レ ∈μOU

，　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　 　
Pη　「poトLEρtトLVατE

τc　Xorλfiσnτ∈
，

改λλ
’b
’
　召ヒレ　δoeう　6μ冠リ

∈レ ∈KCL レn．τ1　 tupg

ToDTo λCtλdl∈
・

Q12 　8，
11− 12

ITfヒ⊆　0⊆　｛tv　OトLOλOYηστ1　Eレ　∈トLOt　fトm ρoσ0∈レ　τdiv

orレeρdirω v ，　Kαし OULOC τoO αり0ρω τrou

δμoλoYi σ（l　CV　〔：もτci）嵳μπpooe∈レ τ｛三｝り 毳YY‘λω り

ToO　e∈oO・

u
δταレ δ≧clσa）ξPωσLV （πα  δ6 σしり）6μ毳⊆

d⊆（遣πL）τbc⊆ σUVttYtOYttc，

ロ　 　 　　 　　 　 　　 　 ア

μημ∈ρ叫儿レησητ∈

　　 　　 ロ　 　 　 ノ　　 リ

πω⊆T1τし∈し叮nTE
一

OU　Yαρ∈στ∈ Uμd⊆ 0し 鳳 oOレτ（

＆λλ毳　τ6　πレ∈o

12
て6　y〜kp　配YLOレ　1Tレt≡Dp〔Z　δしδ｛乏ξ∈t　6トU筐⊆

とV とK∈1レn （氏嫡）τfi畄ρ鮮

ド　 　 が

τし∈しttητ∈・

7． 結論

　Ql2 ：8 は 終末論的で あ る
。 だが Q12：1H2 は 弟子 た ちの 迫害 と聖霊 に よ る

教 示 とい うテ ー マ に集 中 して い る 。 終末論的法
c「’8）

が 断 片的 にQll ：33−36 と

Q12 ：2 − 12で 宣言 され て い る が ， 両者 の Q伝承 は キ
ー

ワ
ー

ドに よ っ て 束 ね られ

て い る の み故 ，
こ れ らを組織的な終末論的議論 とは 呼び難い

。 両 セ ク シ ョ ン の

一
連の 言葉伝承 は伝承

“

群
”

以上 の もの で は ない 。

　マ コ 13 ：11は何 ら終末論的要素 を持た ない
。 さ らにマ コ 13 ：9 − 11は集中的

に 試練 と迫害の モ テ ィ
ー

フ を扱 っ て い る よ うに 見 える 。 だが
一

方で
，

マ コ 13 ：

7 − 8 と13 ：12− 13は 黙 示文学 的で あ る。
マ コ 13 ：9 − 11を13 ：7 − 8 と13 ：12一
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13に よ っ て 構成 され て い る 黙示文学的文脈 に 統合 す る作業は
， 恐 らくマ ル コ の

編集 で は な く伝 承 史的 な二 次的発 展 に帰 し得 る 。 元 来 ， 迫害伝承そ の もの は 殆

ど黙示文学 的で は なか っ た 。 しか しマ ル コ の 諸伝承の 発展段階にお い て
， 迫害

伝承 は 13 ：7 − 8 と13 ：12− 13とに 接続 され ， 黙示 文学的文脈 へ と統合 された 。

その 黙示文学 的諸伝承群 をマ ル コ 13章 とい う終末論的な章に 組み込 んだ 人物が

マ ル コ で あ る
。 彼は世界宣教の 視野 を持 つ 10節 を

，
d ⊆ pαpτ6pしov 　Ct6τoZg （9節）

に保持 されて い た権威者の 前で の 証 とい うモ テ ィ
ー

フ か ら着想 を得 る こ とに よ

り，
二 次的に 組み込 ん だ 。

マ タ イ とル カ は， マ ル コ 13章 とQ とを所持 して お り，

そ れ ぞ れ 独自の 仕方 に よ っ て 終末論 的迫害の モ テ ィ
ー

フ をマ タ イ24章 と ル カ

21章で 展開 して い る 。 そ の 限 り，
マ ル コ は迫害伝承 と終末論 を結合 させ た パ イ

オニ ア と言 っ て も過 言で は な い
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （おお い し　け ん い ち）

〔注 〕

（1） Ql2：11− 12はル カ 12 ：11− 12を指す。 以下 同様 。

（2 ） 両箇 所 が Q に 由来 す る こ と に つ い て
， 大 多数 の 学 者 間 で 意見 が 一

致 。 Cf．

　 Wiefel
，
　W ．

，
　D （zs　Ev αngelium 　n α ch，　Mattんaus （THKNT 　 1；Leipz壇： Evangelische

　 Ver⊥agsanstalt
，
1998）， p．196，　Marshall

，
1．　H ，

，
　Th θ Gospel　of 　Luke ！∠A 　Commentary

　 on ，　th．e　Greek　Te．x−t （NIGTC ；Exeter ：Paternoster
，
1978 ），

　p．519 ．

（3 ） ordig翁τtの 本文批評的問題 につ い て は
，
4．　Q　12：11− 12の 再構成 を参照 。

（4 ）　Fitzmyer
，
　J．　A．

，
　The　Gospet　According 　to　Luke ．r   研 ∫ntToduction

，

　 Translα tton
，
　an （1ハlotes（AB 　28A ；　New 　York：Doubleday

，
1985）， p．1340，

（5 ） Cf，　Wiefel
，
　Mattiutus

，
　p，197，

（6 ）　Zeller
，
　Kom77zentαr　orη，rLo9 乞enguett θ

，
　PP．15−16，

（8 ） 次 の 図が示す通 り，マ タ イにお い て二 群 に集合化 され た言葉諸伝承は，基本的

　　に ル カ と同 じ順序で 配列 され て い る （マ タ 10 ：24− 25〃 ル カ 6 ：40 ；マ タユ0：26−

　 3311ル カ 12 ：2− 9 ；マ タ 10 ：34−36〃ル カ 12 ：51− 53 ；マ タ 10 ：37−38〃ル カ 14 ：26−

　 27 ；マ タ 10 ：39〃ル カ 17 ：33）。 Cf．　Kloppenborg
，
　J．　S．

，
　Th．e　Exc αv αeing　Qt　The

　 HtStory　and 　Setttng （〜f　th，e　sαyings　Gospel（Minneapolis：Fortress，2000），pp ．58−

　 60；87−91．

（8 ）　Kloppenborg
，
　Thθ　fo　7wzation （〜f　Q ，

　pp 、69
，
78，　Steinhauser

，
　M ，　G．

，
　KIQppenborg

，
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　　J．S、
，
　et　al，　Q−Tho’mas

・Reαaler（California：Polebridge
，
1990）， P ．23・

（9 ）　Luz
，
　U ．

，
　M αtthew 　8−20 （Hermeneiai　Minneapolis：Fortress， 2001），p．84．

（10）Cf．　Strack
，
　H ．　L．　and 　Billerbeck

，
　P．

，
　Komment α r　xum 　Ne ’u，e・n 　Testα・ment 　au ，s

　　Tα lm’ud 　und 　Mi・arczsch（vols ．1−5；Munich，
1922），

1：574−．575．　Cf．　Wiefel，　M α tthα us

　　 ， P．196．

（11）Lambrecht
，

　Dte　Redaktion
，
　pp．119−120，　Cf，　Lambrecht ，

　J．
，

“
Die　I．ogia −Quelen

　　von 　Markus 　I　3
，

”
　Bib　47 （1966）， pp．322

，
337．

（12）Beasley−Murray
，
　G ．　R ．

，
　Jesor．s αnd 　the　Lαst　D α ys： The 　l・nter ）ret α tion 　qf　the

　　α 加 θεD 乞500 祝 γsθ （Peabody ：Hendrickson
，
1993）， pp ．398−400，

（13）Zeller，　a．a．0 ．，　S．　72−73，

（14）Lkl2 ：1 は 12 ：2 以 降 を準備す る編集的節で あ る 。

（15）Q伝 承 の
…

部が僅 か なが ら マ ル コ に も流 入 して い る 事実 は 否定出来な い
。 だが

　　マ ル コ がQの 大部 を知 っ て い た と仮定する こ とに は依然 と して 困難が 伴 う 。

（16＞Qの 文学的 ジ ャ ン ル に 関す る議論 に つ い て は ， Kloppenborg，　The　Formation 　of

　　Q ，
　PP．1−40 を参照 。 ク ロ ッ ペ ン ボ ル グはQ の 文学的ジ ャ ン ル に 関する研究 史を概

　　説 し ， Qは イエ ス の 言葉伝承の 単な る堆積物で は な く， Q の 起源は知恵 的格言 の

　　言葉の コ レ クシ ョ ン の よ うな もの で ある と断定す る 。 さらに彼 は ，Q の 核 をQ の

　　編集的形 成の 過程 に お ける第一層 と した うえで
， 第二 層 に相当す る様々 な預 言者

　　的 ・黙示文学的言 葉群 が こ の 第一層 に加え られ た と推測 する 。 C £ Steinhauser，

　　Kloppenborg
，
　et 　aL

，
　Q−Tho777nis　Re αder

，
　pp．13−22．

（17）Fitzmyer
，
　Luke　x −xxiv ，　p．962．

（18） マ コ 13 ：11a の K α ‘を マ タ イ と ル カ は 採用 して い ない 。　 Cf．　 Lambrecht
，
　Die

　　R θdαktion
，
　p．116．

（19）Fitzmyer
，
　Lztile　x −xxiv

， P，966．

（20）　Ibid．

（21）Ernst
，
　J，

，
　D α5　Evαγegetium 　n α ch 　Lu．kαms （RNT ；Regensburg ： Friedrich　Pustet，

　　 1977），p．395．

（22）同様 にLambrecht ，　Dte・Red α iCtion
，
　p．117，マ タ10回；マ コ 10 回；ル カ 16 回；使 7

　　 回 。

（23）ル カ 12 ：29で は凾 μcτ∈ω p己ζ∈o θ∈が 凾 μEPL μv6 σnT（の 代用 と され て い る 。

（24）μ∈ρしμり齢 は マ タイ とル カで 13回使用 さ れ て い る 。 ル カ IO ：41は ル カ の 特殊資料

　　 に 由来 し，
ル カ 12 ：26はル カの 編集に属する 。

（25）Metzger
，
　B．　M ．

，
　A　Textual　Commenta ．ry 　on 　Th θ Greek　Nezui　Testα ment （New
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　　　York： United　Bible　Societies
，
19942），

　p．159f．グ ル ン トマ ン は写本 同士 の 合 成の 可

　　　能性 を指摘 。 GrundInann
，
　W ．

，
　D 粥 劭．）a ηegel・i・2t，m 　n αch 　Luk αs （THKNT 　III；Be「lin：

　　　Evangelische　Verlagsanstalt， 1961），p．255，

（26）Marshal1
，
　Lu んe ，　p．520．

（27）ル カ 2 回 ， 使 6 回 GLambrecht
，
Die　Red αkeion

，
　p．117．　Marshall，　Luke ，

　p．520．

（28）ヴ ィ
ー

フ ェ ル は ル カ 12 ：11− 12と使4 ：5− 22 との 関連性 を示唆 。 Wiefel
，
　W ．

，
　D αms

　　 Ez：αngelium 　nach 　Lu，ltcts（THKNT 　m ；Berlin：Evangelische　Verlagsanstalt，1988），

　　　p．235．

（29） マ タ 26回 ，
マ コ 21回 ，

ル カ 31回 ， 使 60回 。

（30）Lambrecht
，
　Die　Red α ktion

，
　p ，118．

（3ユ）Hagner
，
　M αtthew 　14−28

，
　p．277，

（32）Cf．　Bonnard
，
　P ．

，
　L

’

Ev α ngite 　seton 　sα 乞nt 　Ma ．tth−・ieu （CNT 　I；Neuchatel ：

　　 Delachaux　et　Niestle
，
1963），

　p．148．

（33）マ タ20回 ，
マ コ 1回 ，

ル カ3回。 Cf．　Hagner
，

　Matthew 　1−13
，

　p277 ．

（34）ル カ 10：21；12：12；13；21；20：19．Cf．2；38 （α 6τ負面 diP4），

（35）マ タ10：19；18：ユ；26：55．Cf．　8：13 （◎ 諭 （itp4　eK∈lvη）．

（36）ル カ福音書 に て ル カ は こ れ をマ ル コ か ら2回 ， Qか ら1回引用 して い る 。
つ ま り

　　彼は残 りの 16回を彼単独で 使用 して い る計算に なる 。

（37）δEZ は神 の 救済の 出 来事 との 関連 で しば しば ル カ文書 に 現 れ
，

キ リス トに よ っ て

　　実現 され る
一
連の 救い の 出来事は δd を通 じて神の 計画 へ と統 合 され る 。 Fascher

，

　　E ．，
“
［［heologische　Beobachtung　zu 　dei

，

”

ZNW 　45 （1954）．

（38）Lk　12：13−21の 大部分 は ル カの 特 殊資料に 由来する 。

（39）Cf．　Robinson
，
　J，　M ．

，
　Hoffman ，　P．

，
　and 　Kloppenborg

，
　J．　S．

，
　eds ．

，
　The　Crtticat

　　Edit乞on 　Of　Q ∫ 3μηOP5 ゼ5　i’nctnding 　thθ Gospel5 （〜f　Matth θW αη d　Lu沈 e
，
　MaTk αnd

　　艶 0呪 偲 漉 腕 醜 9‘鷭 Germ αn
，

αnd ・French ．　Transl・atio ’rbs　of 　Q　and 　Th・omcts

　　（Minneapolis：Fortress／Leuven：Peeters
，
2000）， P，312．

（40）Brandenburger
，
　E．

，
　Markzes　13　und 　dte　Apek α lyptik（Forschungen　zur 　Religion

　　und 　Literatur　des　Alten　und 　Neuen 　Testaments；GOttingen ： Vandenhoeck ＆

　　 Ruprecht
，
1984）， p．41 ，

（41）Gund ・y ，
・R ．・H ．

，
・Ma ・k・　A 　C ・m ・nenta ・y ・n 　Hi・s　Ap ・e・ggy・f・r・th・・C ・・ss （G ・a ・d

　　 Rapids：Eerdmans
，
1993）， p．764．

（42）France
，
　R．　T．

，
　The　Gospel　of 　Ma ・rk ：ACom γnenta ・γy　on 　th・e　Greek　Text （NIGTC ；

　　Grand 　Rapids：Eerdrnans
，
2002）， p，514．
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終末論的Q伝承 とマ ル コ にお ける終末論的説話伝承 との 間の 神学的関係

（43）Cf．　Pesch
，
　R．

，
1＞
’
aherw αrtungen ，　TTαdition　und 　RedαiCtion　in　Mk 　13 （KBANT ；

　　　Dusseldorf：Patmos，
1968）， pp ．125−127，

（44）同様に ，Beasley−Murray
，
　G，　R．

，

“
Second 　Thoughts　oll　the　Composition　of 　Mark

　　　13，

”

　NTS 　29 （1983）， p．416，

（45）　Ibid．

（46）ル カ は こ れ と同等の もの を持た ない
一

方 ，
マ タ イはrpo σCXEτE （「気 を付け よ」）

　　　で代用 して い る 。

（47）Brandenburger
，
　E ．

，
Markus 　13 −tcnd 　di・e　Apok α1．Vpti．k （Forschu皿 gen　zur 　Rehgion

　　　und 　Literatur　des　Alten　und 　Neuen 　Testaments ；Gottingen ； Vandenhoeck ＆

　　　Ruprecht ，
1984）， pp．147−161．

（48 ） Pesch
，
　N α herwartu ・ngen ，　p ．128 ．　Lambrecht

，
　Die　Redaktion

，
　p．120 ．

　　　Brandenburger ，
　M α γ kus 　1，9

，
　pp ．81

，
151 −152．　Cf．　Peabody

，
　D ．　B．

，
　Mark 　as

　　　Composer （New 　Gospel　Studies　1；Macon ：Mercer　UP
，
1987）， pp．33

，
75．

（49）Beasley−Murray
，
　The 　L αst　D 卿 s

，
　p．403．　Pesch

，
　Nahe ・rzL，α rtungen ，

，
　p ．128．　Cf，

　　　Pesch ，
　R ，

，
1〕αs 」撫 沈 us θりα？zgθ麗秘   （HTKNTI 　II／2

，
　Freiburg： Herder

，
1977），

　pp ．

　　　282−289．

（50）Maloney
，
　E ．　C ．

，
　Semi ．tic　lnterference　in　M αrc αn 　Synt αx （SBL　Dissertation

　　　Series　51；Chico：Schobrs， 1981）， PP，86−88
，
247．

（51）Gundry
，
　Mark

，
　p ．740．

（52）Pryke，　E ．　J．
，
、Redctctionαt　Stgte　in　the　Marcan 　Gospet （SNTSMS 　33；Cambridge：

　　　Cambridge　University　Press
，
1978）， pp．114

，
126ff．

（53）τ6 πv ∈OPtt τδ 髭Yしoり （3：29）の よ うに
，

マ ル コ の 伝承は定冠詞が二 重 に使わ れ て

　　　い る形を好む 。

（54）Pesch
，

、Dαs　Markmsev αngeti −um
，

　pp ．282−285．　Gnilka
，
　J．

，
1）αs　Ez：αnget 乞um 　nach

　　　M α rkus （EIくK 　n　12；Zurich； Benziger　Verlag／Neukirchen −Vluyn ： Neukirchener

　　　Verlag，
1994），

　p．189，　Beasley−Murray ，
　The　L αst　D αys，

　p，398．　France，
　Mark

，
　pp ．

　　　515f，

（55）Beasley−Murray
，
　Thθ　L αst　D α．ys，

　p，403．

（56）LXX で は 92回使用 され る 。

（57）太字は マ ル コ の 編集 ， 矢印付 きの 実線は 両 テ キ ス トの 直接 的
一

致 そ して 波線

　　　は 間接的一致を示す。

（58）　Zeller，　Komment αr　xur 　Logienqueete
，
　P．72．
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日本伝道協議会

回／年 主　　 　題
主題 講演 発 題講演

（講演者） （発題 者）

伝道…新た な展開を目指 して 加藤常昭

主題の もとに展開 され るべ き課題 石黒悦雄

第 1 回 （1）福音理解 ， 伝道理 解に つ い て 竹前 　昇

1990年 （2）伝道者 ， 教職理解に つ い て

（3）教団問題 と
，

あ る べ き諸教会の 協力体制

現代に おける伝道者 近藤勝彦

第 2 回 加藤常昭

1991年

日本基督教団 の 危機 と信仰告 白 北 森嘉蔵 斎藤昭夫

第 3 回 長山信夫

1992年 大 木英夫

芳賀　 力

福音理解の 一
致を 目指 して 松永希久夫 松井敏郎

第 4 回
一

日本基督教団の 危機の 中で
一

倉松 功

1993年

日本基督教団の 崩壊は どこ まで 進むか 赤木善光 森　　彬

第 5 回 一聖 餐の 乱れ と教職の 問題
一

山口隆康 廣田　登

1994年 原田史郎

伝道する教会の 再 生 内藤留幸 平田　久

第 6 回 棚村重行 竹澤知代志

1995年 倉橋康夫

教団 は何処 へ い くの か 大木英夫 張田　眞

第 7 回
一
教会の 本質と戦 い

一
野村和正

1996年 釜土達 雄

山口隆康

信仰告 白 松永希久夫 吉田　弘

第 8 回 一
伝道 と教団再建の基盤 と して

一
小堀康彦

1997年 春原鈴子
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主題等一 覧（1）

パ ネル デ ィ ス 特別講演 礼　拝
第二 部公開講演会

カ ッ シ ョ ン （講演者） （説教者）

パ ネ ラ
ー 鷲山林蔵 開会 ：

池宮　仰 竹森満佐
一

楢本信篤 閉会 ：

左近 　淑

パ ネラ
ー 斎藤昭夫 開会 ：

高橋泰二
佐藤敏夫

山口 隆康
橋爪忠夫

閉会 ：

佐 々 木美知夫 松 永希久夫

全体会 神山繁實 開会 ： 日本基督教 団の 危機 と信仰告白

講演者 （主題 特別） 松永希久夫 講演 ：松永希久夫

発題講演者 閉会 ： 説教 ：鵜飼　勇

全体会司会者 市川恭 二

全体会 山北 宣久 開会 ： 命の 源 を掘 る

同上 熊澤義宣
一

日本 における福音の 前進
一

閉会 ： 講演 ：佐藤敏夫

高橋泰二 説教 ：伊藤瑞男

全 体会 長山信夫 開会 ： 臨在の 主，仕える教会

同上 大木英夫 講演 ：加藤常昭

閉会 ： 説教 ：春原 鈴子

山本菊子

全体会 芳澤弘和 開会 ： 神の 民の 光栄ある使命

同上 嶋田順好 講演 ：熊澤義宣

閉会 ： 説教 ：稲垣 徳子

芦名弘道

全体会 伊藤瑞男 開会 ： 教団は何処 へ 行 くの か

同上 松永希久夫
一
教会の 本質と戦 い

一

閉会 ： 講演 ：近藤勝彦

北島敏之 説 教 ：浅原真砂

全体会 橋爪忠夫
開会 ： 信仰告 白

同上 小 島誠志
一
伝道 と教団再 建の 基盤 と して 一

閉会 ： 講演 ：山口隆康

井ノ 川勝 説教 ：山北宣 久
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回／年 主　 　　題
主題講演 発題講演

（講演者） （発題者）

信仰告白と伝道 近藤勝彦 小 泉富子

第 9 回
一
教団再建を 目指 して 一

芳賀　力 松島敬三

1998年 福島純雄

伝道 と教 会 大住雄
一

北 　紀吉

第ユ0回 一
教 団 ・教区の 現状 と新世紀へ の 歩み 一

佐 々 木美知夫
1999年 森里信生

日本基督教団 の 信仰の 基 準 山内　眞 石 黒悦雄

第11回 一
聖書 と信仰告 白一

秋山　徹
20QO 年 高橋　潤

21世紀の 教 団の形成 と伝道 小島誠志 東野尚志

第12回 小 宮山剛

2001年 山内　眞

伝道
一21世紀の 教 団の 使命

一
関川泰寛 パ ネラ

ー

第13回 内藤留幸
2002年 小林　眞

高橋　潤

伝道
一

合同教会 と して の 教団の 形成
一

山北宣久 長山信夫

第14回 倉橋康夫

2003年 棚村重行
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主題等
一

覧（2）

パ ネル ディ ス

カ ッ シ ョ ン

特別講演

（講演者）

礼　拝

（説教者）
第二 部公開講演会

全体会

　講演者（主題 特別）

　　　発題講演者

　　全体会司 会者

小林　眞 開会 ：

斎藤昭夫

閉会 ：

森里信生

信仰告 白と伝道

　一
教団再建 を目指 して

一

講演 ：山内　眞

説教 ：小島誠志

全体会

　同上

朴　憲郁 開会 ：

清水窕子

閉会 ：

楢本　睦

伝道する福音主義的公同教会へ 飛躍を

　一
教団の 21世紀へ の 展望

一

講演 ：棚村重行

説教 ：伊藤瑞男

全体会

　同上

石井道夫

内藤留幸

松永希久夫

開会 ：

高山清明

閉会 ：

田 邊由紀夫

聖書と信仰告 白

　一正典成立史をふ りか え りつ つ 一

講演 ：関川泰寛

説教 ：竹前　昇

全体会

　同上

近藤勝彦 開会 ：

野 村和正

閉会 ：

小池麿理子

伝道こそ教団 の 指命

　一
伝道に燃える群れの形成をめざして一

講演 ：山北宣久

説教 ：棟居　勇

全 体会

　同上

佐々 木美知夫 開会 ：

山内　眞

閉会 ：

内田　汎

共同体 を再建 しな さい

講演 ：芳賀　力

説教 ：松永希久夫

全体会

　同上

T．J．

ヘ イスティングス

開会 ：

松井　睦

閉会 ：

尾崎マ リ子

伝道
一
私た ちの 「日本基督教団○○

　教会j は， どの よ うな教会か
一

講演 ：山口 隆康

説教 ：山内　眞
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